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十
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衆
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議

長
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貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
外
務
省
秘
密
文
書
の
漏
洩
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
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十
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年
十
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七
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領
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弁

第

一

一

号



衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
外
務
省
秘
密
文
書
の
漏
洩
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
外
務
省
に
お
け
る
秘
密
保
全
の
た
め
の
規
則
」
は
、
同
省
に
お
け
る
秘
密
の
保
全
を
直
接
の
目
的
と
し
て
制

定
さ
れ
た
規
則
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
名
称
、
発
簡
番
号
及
び
制
定
年
月
日
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
規
則
の
う
ち
、
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
内
容
を
含
む
も
の
は
、
「
「
秘
密
保
全
に
関
す
る
規
則
」
の
運
用

細
則
」
、
「
外
務
省
本
省
電
信
物
件
管
理
規
程
」
、
「
外
務
省
本
省
電
信
物
件
管
理
規
程
実
施
細
則
」
及
び
「
在
外
公
館
電

信
物
件
管
理
規
程
」
の
四
件
で
あ
り
、
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
根
拠
と
な
る
法
令
は
、
い
ず
れ
も
国
家
公
務
員
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
条
並
び
に
外
務
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）
第
三
条
及
び
第
四

条
で
あ
る
。

外
務
省
に
お
け
る
秘
密
の
保
全
を
直
接
の
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
規
則
の
う
ち
、
そ
の
名
称
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
の
件
数
は
一
件
で
あ
り
、
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
根
拠
と
な
る
法
令
は
、
国
家
公
務
員
法
第
百
条
並
び
に
外

務
公
務
員
法
第
三
条
及
び
第
四
条
で
あ
る
。

一



二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
公
安
調
査
庁
に
お
け
る
秘
密
保
全
の
た
め
の
規
則
」
は
、
同
庁
に
お
け
る
秘
密
の
保
全
を
直
接
の
目
的
と
し

て
制
定
さ
れ
た
規
則
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
名
称
、
発
簡
番
号
及
び
制
定
年
月
日
は
、
別
表
第
二
の
と
お

り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
規
則
の
う
ち
、
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
内
容
を
含
む
も
の
は
、
「
公
安
調
査
庁
秘
密
文
書
等
取
扱
細

則
」
、
「
公
安
調
査
庁
秘
密
文
書
等
取
扱
細
則
の
運
用
に
つ
い
て
」
、
「
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
及
び
光
デ
ィ
ス
ク
に
お
け
る
秘
密
文
書
の
取
扱
要
領
」
及
び
「
秘
密
防
衛
対
策
要
領
」
の
四
件
で
あ
り
、
公
表

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
根
拠
と
な
る
法
令
は
、
い
ず
れ
も
国
家
公
務
員
法
第
百
条
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
資
料
が
御
指
摘
の
元
公
安
調
査
官
に
渡
っ
て
い
る
か
否
か
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
等
か
ら
、
お
尋
ね
の
官
吏
等

を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

四
の
�
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
法
第
百
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
事
実
が
あ
る
と
思
料
す
る
場
合
で

二



も
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
百
三
十
九
条
第
一
項
に
基
づ
く
告
発
を
行
う
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

刑
事
訴
訟
法
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
告
発
は
、
書
面
又
は
口
頭
で
検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
に
対
し

て
行
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

三



四



五


